
IR活動

IRカレンダー

基本方針

2022年度は、新型コロナウイルス感染症が収束せず、海外機関
投資家への直接の訪問や機関投資家・アナリスト向けの工場見
学会など現地での実施が必要なイベントは再開できませんでし
た。一方で、IR説明会などについては、感染症対策に十分に留意
しながら、対面とリモートのハイブリッドで実施するなど、リモート
による利便性を享受しながら、コミュニケーションの質を確保す
る取り組みに尽力しました。
　マネジメントによる説明会は3回実施し、IR Dayでは春と冬の
2回に分けて、社長による経営戦略の説明に加え、各部門長から
中期経営計画の進捗について報告しました。また3月には、近年
注目度が高い人材戦略のテーマに加えて、2月に業績の大幅な下
方修正を行ったことを受けて、足元の業績と今後の見通しについ

年間を通して、説明会を実施している他、刊行物の発行も行っています。

説明会

刊行物

決算
発表

活動実績

住友化学は、株主・投資家との間で、経営方針、事業戦略および業績動向に関する計画的、効果的かつ戦略的なコミュニケー

ションを行うことで株主への説明責任を果たし、市場からの信頼の維持・向上を図るとともに、当社への正しい理解を通じて、

適正な株価形成と企業価値向上に努めます。

てもテーマとして取り上げ、説明会を開催しました。
　その他にも、事業部門や本社を統括する役員が投資家・アナ
リストと意見を交わすスモールミーティングを年に数回設けてお
り、投資家・アナリストからの率直なご意見をマネジメントが直接
伺うことで、当社の課題や目指すべき姿について建設的な対話が
生まれ、相互理解が年々進んでいます。
　また、個人投資家向けのオンライン会社説明会を開催し、多く
の個人投資家の皆さまに当社についての理解を深めていただけ
るよう努めました。
　なお、これらの活動については、適宜取締役会でフィードバック
しています。
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Webサイト・SNSのご案内

主なイベント等の開催実績

対話の主なテーマ

IR活動以外にも関連情報をWebサイトを通じて入手いただくことができます。

説明会

投資家との面談

スモールミーティング

個人投資家説明会

登壇者 回数 参加者数・視聴数

IR Day Spring 社長、事業部門長 1 179

IR Day Winter 社長、事業部門長 1 239

業績概況および人材戦略説明会 社長、副社長 1 179

電話カンファレンスでの決算説明会 IR担当役員 4 1,569

投資家の属性 対応者 参加者数

投資家との面談 ファンドマネージャー、アナリスト 他 社長、IR担当役員、IR担当部長 他 377

　うち SR、ESG面談 ESG担当、議決権行使担当 他 社長、IR担当役員、IR担当部長 他 41

対応者 回数 参加者数

社長によるスモールミーティング 社長、事業部門長 2 51

事業部門等によるスモールミーティング 事業部門担当役員、IR担当役員 2 46

対応者 回数 参加者数

個人投資家説明会 IR担当役員、IR担当部長 4 504

■ 事業ポートフォリオ
■ 業績動向
■ 気候変動
■ 生物多様性
■ 人的資本

■ 株価
■ 取締役会関連
■ 親子上場
■ 役員報酬
■ 情報開示

サステナビリティ情報 LinkedIn株主・投資家情報

□決算短信
□有価証券報告書
□株主向け報告書
□IRイベント
□ファクトシート

IR Day Springの様子（2022年6月）
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